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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　地中に敷設された古い配管（２５，２６）、有利には排水管路を補修するための方法で
あって、繊維、フェルトまたは製織品から成る、樹脂を含浸させたホース複合体を使用し
、当該ホース複合体を地表から古い配管（２５，２６）にまで延びているシャフト（２７
，２８，２９）を通して古い配管（２５，２６）内に引き入れて圧力媒体によって古い配
管（２５，２６）の内壁に押し付け、当該圧力媒体を加熱して、樹脂が硬化するまでホー
ス複合体の圧力負荷および熱負荷を維持し、圧縮空気を使用してホース（４）を別のホー
ス（６）内に折り返して入れ、このホース複合体が外側と内側に不透過層を有し、中央に
樹脂を含浸させた少なくとも１つの層を有している形式のものにおいて、
　複数のホース複合体をそれぞれホース状ライニング（Ａ，Ｂ）として両端部で、貫通孔
を有する接続ヘッド（１６）によって閉じて、シャフト（２７，２８，２９）を通してそ
れぞれ複数の古い配管（２５，２６）内に引き入れ、各ホース状ライニング（Ａ，Ｂ）の
隣接する端部の接続ヘッド（１６）をホース又はパイプ（３１）によって互いに連結し、
その他の端部の接続ヘッド（１６）をそれぞれ、シャフト（２７，２８，２９）を通して
案内されたホース又はパイプ（３２，３４）に接続し、閉じた回路内で案内された加熱可
能な圧力媒体が、ホース状ライニング（Ａ，Ｂ）を、補修したい古い配管（２５，２６）
の内壁に押し付けて樹脂が硬化するまで全横断面にわたってホース状ライニング（Ａ，Ｂ
）を、１方向に貫流することを特徴とする、地中に敷設された古い配管を補修するための
方法。
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【請求項２】
　回路内で循環する加熱された圧力媒体を、古い配管（２５、２６）内に引き入れられた
、ホースまたはパイプ（３１）によって結合された複数のホース状ライニング（Ａ、Ｂ）
に通す、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　専ら硬化する時間の間は加熱された圧力媒体を閉じた系内で循環するように案内し、次
いでポンプと加熱装置の連結を解除して、圧力媒体の冷却が完了するまでパイプまたはホ
ース（３０、３２）の両端部を遮断部材で遮断する、請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　ホース複合体を形成するために地上で圧縮空気を用いて、平らに置いたライニングホー
ス（６）内に矯正ホース（４）を折り返して入れ、またはホースフォイル（１５）内にラ
イニングホース（６）を折り返して入れ、折り返された矯正ホース（４）または包囲して
いるホースフォイルを有するライニングホース（６）の端部に接続ヘッド（１６）を装備
し、これに引張手段またはホースもしくはパイプ（３０、３１、３２、３４）が接続可能
である、請求項１から３までのいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
　特に請求項１から４までのいずれか１項記載の方法を実施するための、地中に敷設され
た古い配管（２５，２６）、有利には排水管路を補修するための装置であって、古い配管
（２５，２６）内に引き入れられたライニングホース（６）を有しており、該ライニング
ホース（６）内には矯正ホース（４）が引き入れられており、該ライニングホース（６）
と矯正ホース（４）とは、繊維、フェルトまたは製織品から成る、樹脂を含浸させたホー
ス複合体をホース状ライニング（Ａ，Ｂ）のために形成しており、該ホース状ライニング
（Ａ，Ｂ）が閉じたホース回路またはパイプ回路の部分であって、この系内に当該系に通
される圧力媒体のための少なくとも１つのポンプと少なくとも１つの加熱装置（３３）と
が配置されている形式のものにおいて、
　複数のホース複合体がそれぞれホース状ライニング（Ａ，Ｂ）として両端部で、貫通孔
を有する接続ヘッド（１６）によって閉じてられていて、シャフト（２７，２８，２９）
を通してそれぞれ複数の古い配管（２５，２６）内に引き入れられており、各ホース状ラ
イニング（Ａ，Ｂ）の隣接する端部の接続ヘッド（１６）がホース又はパイプ（３１）に
よって互いに連結されていて、その他の端部の接続ヘッド（１６）がそれぞれ、シャフト
（２７，２８，２９）を通して案内されたホース又はパイプ（３２，３４）に接続されて
いて、加熱可能な圧力媒体が、このように形成された閉じた回路内で貫流可能であること
を特徴とする、地中に敷設された古い配管を補修するための装置。
【請求項６】
　ポンプと加熱装置（３３）とが、前記回路から切り離し可能な１つの構成ユニットを形
成している、請求項５記載の装置。
【請求項７】
　ホースまたはパイプ（３０、３２）内に遮断部材が設けられている、請求項５又は６記
載の装置。
【請求項８】
　各接続ヘッド（１６）が、内室が端面部で開いている中空体として形成されていて、円
筒状部（１８）と円錐部（１９）とから成っている、請求項５から７までのいずれか１項
記載の装置。
【請求項９】
　前記円錐部（１９）が、雄ねじ山を有する円筒状の接続管片（２０）に移行しており、
この接続管片（２０）に引張ナットまたはホース接続部が固定可能である、請求項８記載
の装置。
【請求項１０】
　接続ヘッド（１６）が円筒部（１８）を有しており、該円筒部（１８）が、接続ヘッド
に被せられたライニングホースの端部の一部と、ホース端部の周囲に配置された固定金具
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とを受容するための環状溝（２１、２２）を有している、請求項５から９までのいずれか
１項記載の装置。
【請求項１１】
　水平方向及び／又は側方にずれていることがある古い配管（２５，２６）内に互いに結
合されたライニング（Ａ、Ｂ）が引き入れられている、請求項５から１０までのいずれか
１項記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、地中に敷設された古い配管、有利には排水管路を補修するための方法であって
、繊維、フェルトまたは製織品から成る樹脂含浸ホース複合体を使用し、当該ホース複合
体を地表から古い配管にまで延びているシャフトに通して古い配管内に引き入れて圧力媒
体によって古い配管の内壁に押し付け、当該圧力媒体を加熱して、樹脂が硬化するまでホ
ース複合体の圧力負荷および熱負荷を維持する形式の方法に関する。
【０００２】
さらに、本発明は上記の補修方法を実施するための装置に関する。
【０００３】
【従来の技術】
冒頭で述べた形式の公知の方法では、ニードルフェルト、繊維または製織品から作製され
外側および／または内側に液体不透過層を有するライニングホースに工場で樹脂を含浸さ
せて、これを冷房車で使用場所に輸送する。補修したい古い配管を清掃した後で、シャフ
トを通してライニングホースを古い配管内に引き入れる。シャフト内には折返しパイプが
挿入されて上側シャフト開口部から突き出している。折返しパイプの上側縁部には矯正ホ
ースの端部が固定され、反転パイプの下側端部にはライニングホースの端部が固定される
。圧力媒体、有利には水の影響下で、矯正ホースがライニングホース内に折り返して入れ
られる。水の圧力下でライニングホース内を通して動かされる矯正ホースが、ライニング
ホースを拡張して古い配管の内壁に押し付ける。矯正ホースの前側の自由端部で内側に、
穿孔された加熱ホースが固定されている。この加熱ホースは矯正ホースの折返し時に矯正
ホースと一緒にライニングホース内に導入される。次いで、加熱された水または水蒸気が
外部から加熱ホースを通して供給される一方、折返しパイプの下側領域から水が吸引され
るので、上記の圧力媒体を受容する開いた系の充填程度は一定のままである。
【０００４】
公知の方法では地上でライニングホースの樹脂含浸のみ行われ、次いでライニングホース
が冷却されて使用場所に輸送される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、冒頭で述べた形式の方法を改良して、地上で、有利には含浸の実施場所
で行われる事前組立率を高めることによって、現場設置時の手間と生じ得る誤りの原因を
減らし、それによって完成したライニングの品質を高め、かつ一様にすることである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記の課題を解決するために本発明の構成では、地上で圧縮空気を使用してホースを別の
ホース内に折り返して入れ、このホース複合体が外側と内側に不透過層を有し、中央に樹
脂を含浸させた少なくとも１つの層を有しており、ホース複合体を両端部で、貫通孔を有
する接続体ヘッドによって閉じて、シャフトを通して古い配管内に引き入れ、接続ヘッド
を通して閉じた回路内で案内された加熱可能な圧力媒体が、ホース複合体を補修したい管
路の内壁に押し付けて樹脂が硬化するまでこの位置に保持し、しかも硬化する間は全横断
面にわたってホース複合体を１方向に貫流するようにした。
【０００７】
本発明による方法において、回路内で循環する加熱された圧力媒体を、古い配管内に引き
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入れられホースまたはパイプによって接続された複数のホース複合体に通す。
【０００８】
上記の公知の方法とは異なり、事前に組み立てられたホース系を熱媒体が貫流する。これ
によりホース系は加熱回路の構成部材となる。このことは加熱媒体がホース系内を循環す
る従来の方法と比較して、管断面にわたって見て、より良好な熱分布とより良好に制御（
調節）可能な加熱曲線および冷却曲線、場合によってはまた加熱時間および冷却時間の大
幅な短縮を招く。工場でホース複合体を形成することによって、より良好な品質管理が得
られる。
【０００９】
圧力媒体が閉じた系内に通されるので圧力変動が生じない。さらにより良好な圧縮が達成
される。同時に複数の古い配管を補修できる。古い配管は水平方向または側方にずれてい
てもよい。
【００１０】
本発明の構成では、専ら樹脂が硬化する時間に加熱された圧力媒体を閉じた系内に通す。
閉じた系内に設けられたポンプおよび熱交換器の連結を解除し、圧力媒体を有しているパ
イプまたはホースの両端部を遮断部材で遮断する。このとき開始する冷却周期の終点で遮
断を外し、次いで圧力媒体を抜き取る。さらに、ライニングホースの端部に設けた接続ヘ
ッドを取り除く。負圧を回避するために排気装置を設けることができる。
【００１１】
この方法を実施するための装置は、地上に配置された圧縮空気で運転される加圧室を有し
ており、この加圧室がライニングホースとライニングホース内に折り返して挿入可能な矯
正ホース、もしくはホースフォイルとホースフォイル内に折り返して挿入可能なライニン
グホースとの端部を固定するための管片を備えている。古い配管内に引き入れられた単数
または複数のライニングホースが閉じたホース系またはパイプ系の部分であり、これらの
系内に当該系に通される圧力媒体のための少なくとも１つのポンプと少なくとも１つの加
熱装置とが配置されている。
【００１２】
本発明のその他の特徴が、請求項２以下に記載されている。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の方法およびこの方法を実施するための装置の実施例を図面に基づいて詳
細に説明する。
【００１４】
図１には、圧縮空気で運転され管片２を有している加圧室１が示されている。管片２の開
口縁部には矯正ホース４の端部３とライニングホース６の端部５が固定されている。矯正
ホース４は加圧室１の外部でパイル７のように折りたたまれ、シール９を装備された開口
部８を通して加圧室１内に導入され、自由端部３で管片２に固定される。矢印１０の方向
に作用する圧縮空気によってライニングホース６が膨張されて、その内室に矯正ホース４
を収容する。
【００１５】
図６に示されているように、矯正ホース４はプラスチックホース１１として形成されてい
てよい。
【００１６】
しかしまた、図５に示したように、矯正ホースのプラスチックホース１１を樹脂支持体１
２で被覆することも可能である。この樹脂支持体はライニングホース６内に矯正ホースを
折り返して入れる際に樹脂を含浸させたライニングホース６の層１３に接続される。ライ
ニングホース６は外側に液体を透過させない層１４を有している。
【００１７】
図４に基づき、加圧室１によってライニングホース６をホースフォイル１５内に折り返し
て入れることも可能である。
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【００１８】
矯正ホース４とライニングホース６、またはホースフォイル１５とライニングホース６か
ら成るホース複合体は、直径が補修したい古い配管より小さい接続ヘッド１６を端部に有
している。
【００１９】
図３に断面図で示した、たとえばアルミニウムまたその他の軽合金から作製された接続ヘ
ッドが中空体として形成されている。内室１７は端面部で開いていて、円筒部１８と円錐
部１９とから構成されている。円錐部の手前には雄ねじ山を有する接続管片２０が配置さ
れている。この接続管片に、ライニングホースを古い配管内に引き入れるためのロープ用
の引張ナットまたはホース接続部が固定され得る。
【００２０】
ライニングホースの端部を接続ヘッド１６と接続するために、ホース端部が環状溝２１、
２２を有する接続ヘッド上に案内される。ライニングホースの端部の周囲に固定金具２３
、２４が配置される。ライニングホースの端部の部分を環状ナット２１、２２内にプレス
嵌めする。
【００２１】
図２に示されている実施例では、地表からシャフト２７、２８、２９を介して到達可能な
２つの古い配管２５、２６内にライニングホースが引き入れられている。ライニングホー
スは図４、図５または図６の実施例に示すように形成することができる。このホース状ラ
イニングは圧力媒体、たとえば水のための閉じた系の一部である。圧力媒体はホースまた
はパイプ３０を介してホース状ライニングＡの接続ヘッド１６に供給され、接続ホース３
１を介してホース状ライニングＢを貫通し、ホースまたはパイプ３２を介してシャフト２
７から導き出され加熱装置３３を貫流する。
【００２２】
ホース状ライニングＢのみが古い配管内２５に引き入れられている場合は、圧力媒体はホ
ースまたはパイプを介して破線で示されたホースまたはパイプ３４に供給される。ホース
またはパイプ３４はホース状ライニングＢの接続ヘッドと接続されている。
【００２３】
加熱装置もしくは熱交換器３３は、閉じた系内で圧力媒体を圧送するポンプとまとめて１
つの構成ユニットとしてもよい。この構成ユニットは、ホースまたはパイプ３０および３
２の自由端部を遮断部材で閉じた後で冷却周期の間、連結解除される。
【００２４】
地上で、即ち工場または使用場所で用いられる、圧縮空気で運転される加圧室１は、寸法
が小さいので非常に簡単に運搬できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】圧縮空気で運転される地上に配置された加圧室の概略図である。
【図２】互いに上下にずらされた２つの古い配管に引き入れられたライニングホースおよ
び閉じた回路内で圧力媒体を案内するための付属のパイプ系またはホース系を示す図であ
る。
【図３】ライニングホースの端部のための接続ヘッドの断面図である。
【図４】圧縮空気を用いて地上でホースフォイル内にライニングホースを折り返して入れ
た状態を示す図である。
【図５】圧縮空気を用いて地上でライニングホース内に矯正ホースを折り返して入れ、矯
正ホースが樹脂支持体を有している状態を示す図である。
【図６】同様に圧縮空気を用いて地上でライニングホース内にプラスチック矯正ホースを
折り返して入れた状態を示す図である。
【符号の説明】
１　加圧室、　２　管片、　３　端部、　４　矯正ホース、　５　端部、　６ライニング
ホース、　７　パイル、　８　開口部、　９　シール、　１０　矢印、　１１　プラスチ
ックホース、　１２　樹脂支持体、　１３　層、　１４　層、　１５　ホースフォイル、
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　１６　接続ヘッド、　１７　内室、　１８　円筒部、　１９　円錐部、　２０　接続管
片、　２１，２２　溝、　２３，２４　固定金具、　２５，２６　古い配管、　２７，２
８，２９　シャフト、　３０　ホースまたはパイプ、　３１　接続ホース、　３２　ホー
スまたはパイプ、　３３　加熱装置、　３４　ホースまたはパイプ

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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